
講 師： 農林水産政策研究所客員研究員

石 弘之
（北海道大学公共政策大学院教授）

日 時： 平成18年2月8日（水） 12:30～14:00

場 所： 農林水産政策研究所霞が関分室セミナー室
（中央合同庁舎第２号館９階）

農林水産政策研究所（霞が関分室） 吉田・村上

東京都千代田区霞が関２－１－２中央合同庁舎第２号館９階
Tel：03-3502-8111（内：7806、7808）、03-3591-6035(直)
E-mail：seisaku_ken@nm.maff.go.jp
URL：http://www.primaff.affrc.go.jp/

《参加申し込み方法》

２月７日（火）正午までに、下記の問い合わせ先まで、①氏名②所属（役職）
③連絡先（メールアドレス等）をご連絡ください。

講師プロフィール
1965年東京大学教養学部卒業後、朝日新聞社に入社し、1985年から編集委員。1996年東京
大学教授、2002年駐在ザンビア特命全権大使等を経て、現在は北海道大学公共政策大学院教
授。専門は地球環境論。国連環境計画（ＵＮＥＰ）上級顧問（在ナイロビ、バンコク）、東欧環境セ
ンター常任理事（ブダペスト）、国際協力機構（ＪＩＣＡ）参与等を歴任し、主な著書に、『子どもたち
のアフリカ』（岩波書店、2005年）、『世界の森林破壊を追う』（朝日新聞社、2003年）、『私の地球
遍歴』（講談社、2002年）、『知られざる地球破壊』（小学館、2000年）、『地球環境報告２』（岩波書
店、1998年）などがある。

【第５回】 「環境と農林漁業の相克－環境史の視点から」

内 容

地球の生態系を「自然生態系」、「半自然生態系」、「人工生態系」と大くくりする
と、農林漁業は主として人工化された自然、つまり「半自然生態系」の場で行わ
れてきた。これは自然生態系を「歪める」ことによって余剰生産を産み出し、人間
の生活資源を引き出すことにほかならない。だが、その「歪み」が限界を超えて、
生態系そのものが回復不能なところまできている。21世紀は一次産業と環境保
全との衝突になるだろう。


